
２０２３年２月１７日（金）、金沢星稜大学本館Ａ１１教室にて２０２２年度地域連携活動報告会が開催さ
れました。コロナ禍のため、昨年と一昨年はオンラインのみでの開催でしたが、第５回を迎えた本報告会は、
３年ぶりの対面形式にオンラインも加えたハイフレックスで実施されました。会場には発表学生１７名を含む
３０名が参加、オンラインでは教職員、本学学生、外部の大学関係者の計４２名が参加しました。

第一部　星稜ジャンプ地域活動プロジェクト　成果報告会

第１部は、学生が自分たちで企画・実践した様々なプロジェクト
を通して経験したこと、学んだことを発表する場として、星稜ジャ
ンプ地域活動プロジェクト（通称：ちいプロ）成果報告会を行いま
した。

今年度もコロナ禍の影響で活動が制限される中、７団体約
１４０名の学生が工夫を凝らして実施した活動内容や成果、学び
等を発表しました。

質疑応答や他団体の発表から刺激を受け、今後の活動への新た
な一歩につながる報告会となりました。

2022年度第5回地域連携活動報告会
2023年2月17日開催

ちいプロのロゴマーク

「地域の未来に貢献する大学の役割」
基調講演
講師：山本 外茂男教授（北陸先端科学技術大学院大学産学官連携推進センター長）

主催：金沢星稜大学地域連携センター

4



第二部　基調講演
第２部は北陸先端科学技術大学院大学教授

で産学官連携推進センター長の山本外茂男教
授をお招きし「地域の未来に貢献する大学の役
割」をテーマに基調講演を行いました。この講
演で産学官連携の課題やそれを担う人材の育
成の必要性を理解することができました。ま
た、本学も参画している産学官金連携マッチン
グイベント Matching HUB の現状についても
紹介があり、参加者にも北陸における産学官連
携の取組状況を知る良い機会となりました。

第三部
「地域連携による地域貢献活動」
推進事業成果報告会

第３部は教員とゼミナール等の団体が、専
門的な知見と情熱ある行動力を生かし、関係
団体と連携して地域の活性化に結び付ける活
動を行う「地域連携による地域貢献活動」推進
事業の成果報告会を行いました。様々な思考
を凝らし地域の課題解決や活性化に向けて活
動している様子が報告されました。

本報告会は、今後の本学の地域連携活動の
核となり得る興味深い内容が数多く報告され
ました。本学では今後も学内にとどまらず、自
治体や学校、各種団体等の関係者、また地域の
皆様にも共有し、更なる地域連携活動の発展
を目指していきます。

活発な質疑応答
今回の報告会では全ての部において、質疑

応答は「Slido」というツールを利用し、実施し
ました。

参加者からスマホやパソコンを利用し、オ
ンライン上で質問をいただきました。参加者
は、報告中であっても質問が可能であるため、
本当に多数の質問が寄せられました。講師や
教員はもとより、発表経験が少ない学生も当
意即妙な回答をし、全体的に活発な質疑応答
が行われました。
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